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学校法人関西医科大学（大阪府枚方市 理事長・山下敏夫、学長・友田幸一）医学部外科学講座橋本大
輔講師、里井壯平診療教授らのチームは、リトアニア共和国ヴィリニュス大学とのオンラインシステム
を活用した合同国際講義について、聴講した両大学の学生へのアンケート調査を実施し、合同国際講義
が外科学教育において有益だったことを明らかにしました。 
 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い海外渡航が厳しく制限され留学の機会が損なわれていた中で、
関西医科大学は、以前から国際交流協定を結んでいた、欧州リトアニア共和国の首都ヴィリニュスにあ
る国立ヴィリニュス大学（1570 年創立）と合同で、両大学の医学部生を対象としたオンライン合同国際
講義を実施しました。2021 年 10 月から 2022 年 5 月まで、消化器外科手術、消化器病学、放射線学、
病理学、遺伝学、臨床検査医学、臓器移植に関する内容を中心に計 15 回実施。全講義終了後、参加した
両大学の学生にアンケート調査を実施し、講義内容への関心度や満足度が高いという結果が得られたこ
とから、オンラインシステムを活用することで、国際交流が困難な環境下においても有益性の高い講義
を実施できることが判明しました。 
なお、本研究をまとめた論文が日本外科学会発刊の刊行物『Surgery Today』（インパクトファクター：

2.540）に 2月 15日（水）に掲載されました。 

外科学教育における 
オンライン合同国際講義の有益性が明らかに 
【本件のポイント】 
■ オンライン合同国際講義への関心度や満足度の高さが判明 
■ 国際交流が制限されている中でも有益な講義を実施 
■ スピーキング力向上が今後の国際交流発展のカギに 

■書誌情報 
掲 載 誌 Surgery Today（DOI https://doi.org/10.1007/s00595-023-02660-6） 

論文タイトル The academic impact and value of an international online surgery lecture series 

筆 者 
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別 添 資 料 
＜本研究の背景＞ 
 2019 年から、世界規模のパンデミックを引き起こした新型コロナウイルス（COVID-19）が原因で国
際交流が厳しく制限され、大学のグローバル化は止まり、学生の貴重な留学経験が失われましたが、そ
れにより国際交流の重要性が再認識されることとなりました。そして、コロナ禍で対面的な交流が制限
されたことにより、オンラインを活用した交流が世界中で広く普及したことで国際交流のハードルは下
がり、結果的に学生に対してより国際性の高い講義を提供することが可能になりました。そこで、関西
医科大学と 2018 年から研究教育面での連携を開始していたリトアニア共和国のヴィリニュス大学は、
コロナ禍においても学生に最新で質の高い外科学教育を提供するとともに、大学間の国際交流を図り、
非英語圏の学生に英語学習の機会をつくりだすことを目的として、外科学のオンライン合同国際講義を
実施しました。 
 
＜本研究の概要・結果・今後の展開＞ 
オンライン合同国際講義は、2021 年 10 月から全 15 回（表 1）実施され、関西医科大学からは計 80

名、ヴィリニュス大学からは 40 名の医学部 5 年生および 6年生が参加。消化器外科手術、消化器病学、
放射線学、病理学、遺伝学、臨床検査医学、臓器移植に関する内容を中心に、45 分間の講義の後に 15
分間の意見交換の時間を設けられました。（表 1） 

表 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全講義終了後、本研究調査のために、講義に参加した全学生に紙ベースとオンラインベースのどちら

かで回答を行うアンケート調査を 2022 年 5 月に実施しました。アンケートの回答率は全体で 87.5％。
両大学生ともに講義全体を通して興味深く、満足度も高いという結果が得られた一方で、ヴィリニュス
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大学生と比較すると、関西医科大学生の英語の理解度が課題となっていることが判明しました。（表 2） 
スピーキング力の向上が今後国際交流を続けるうえでの重要な要素であり、外科学のオンライン合同国
際講義がその一端を担えるよう、今後も多くの国際交流の機会を提供することが期待されます。 

表 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜本件研究に関するお問合せ先＞ 
学校法人関西医科大学 外科学講座 橋本大輔講師 
大阪府枚方市新町 2-5-1  TEL：072-804-0101  E-mail：hashimod@hirakata.kmu.ac.jp 
 


